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温は上昇しているが，夜間時よりも温度変化は小さか
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(3) Chl.a 量および粒度組成の経月変化 

 Chl.a 量と平均地温の経月変化を図-3 に示す．図-3

より，Chl.a 量は 6 月から 11 月まで徐々に減少した後，

1 月に大きく増加した．Chl.a 量は調査期間中に 36~143 

mg/m2で変動し，1 月に最大値を示した．また，地温は

6.3~29.4℃で変化したが，Chl.a 量と地温の間には統計

的に有意な相関関係は認められなかった． 

粒度組成の経月変化を図-4に示す．図-4より，本干

潟では細砂は 46~58%と他の組成よりも卓越しており，

シルト・クレイの 9.2~19.1%で細砂と合わせて約 60%を

占めていることから泥まじりの砂であることがわかる．

1997 年に夏原ら 3)により本調査干潟の同場所でシル

ト・クレイ率が 13.5%であることが測定されており，本

研究で得られた結果と同程度であることから，本干潟

においては粒度組成が激変するような大きな変化がな

かったことが推定される． 

 

4．おわりに 

 本研究は淀川河口干潟の底質環境を把握することを

目的に調査を行って，以下のような結果を得た． 

地温と水温は大潮時に温度の変化が大きく，小潮時

に温度の変化が小さかった．また冬季では，満潮時に

大阪湾から海水の流入によって夜間の干潟の水温は上

昇していることが考えられた． 

底質環境の化学的な指標であるChl.a量は季節変化を

示したのに対して，物理的な指標である粒度組成は大

きな変化を示さなかった．今後は底質環境の変動を明

らかにする予定である． 

 

参考文献 

1) 菊池泰二(1993):干潟生態系の特性とその環境保全

の意義，日本生態学会誌，43(3)，pp.223-235. 

2) 大谷壮介，上月康則，倉田健悟，仲井薫史，村上仁

士(2007)：河口干潟潮間帯の物理的な底質環境と底

生生物群集との関係，土木学会論文集G，63(4)，

pp.195-205. 

3) 夏原由博・山崎一夫・森脇洋・藤島一寿・松宮恭子・

吉田江梨子・山田浩一(1998):淀川十三干潟の底生動

物，生活衛生，42(2)，pp.59-61. 

 

 

図-1 地温，水温，潮位の変化 

 

 

図-2 干潟の水温，大阪湾の水温，潮位の関係 

 

 

図-3 平均地温と Chl.a 量の経月変化 

 

 

図-4 粒度組成の経月変化 
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